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統計活動の調整委員会（ＣＣＳＡ:theCommitteefbrtheCoordinationofStatistical

Activities)が組織し，ドイツ連邦統計局が主催した国際機関のデータ品質に関する会議は

2004年５月２７．２８日に開催された。この会議には１５の国際機関から３２名と１０の国家統

計機関の代表者２５名が参加した。

この会議は，１つの具体的な基本的トピックをひたすらとりあげるＣＣＳＡの最初の会合

である。会議は「政府統計における品質と方法に関するヨーロッパ会議一Q2004」（2004

年５月２４．２６日，マインツ，ドイツ)の開催の後に行われた。会議では，ドイツ統計局副局

長のＭｒ・WalterRadermacherが開催の辞を述べ，国連統計部長のＭｒ・WillemdeVriesと

ＯＥＣＤ統計部のMrEnricoGiovanniniが開会報告をした。

この会議は，３つの問題別のセッション，すなわち，「国際機関が遂行する統計活動の

評価と改善のためのフレームワーク」，「同じ主題について様々な国際機関が公表するデー

タの整合性(coherence)｣，「データとメタデータの収集，管理，配布のためのツールと政策」

から構成され,１４の会議報告が発表された。国家統計機関の代表者が，これらのセッショ

ンで討論者となった。会議は,「データの品質を確保するための国際協力の将来方向」につ

いてのパネル討論で締めくくられた。ここでの主な結論は吹節に示されている＆プログラ

ムと参加者リストがこのノート末に添えられている。会議でのイベントの詳細とすべての

で参発表報告は，会議のウエブサイト，

照できる。

ttD:ﾉﾉunstats,ｕ、,orＥ/ｕｎｓｄ/accsub/ＣＤＱＩＯｈｔｍ

最終パネル討議での結論

１． 基本的原則。国別レベルでは，「政府統言+の基本原貝|｣」が，品質の概念をひきだす

ことのできる基礎になる。一般的には，国際統計原則宣言の形で国際統計制度のため

の同じような基礎を用意することが有効であると考えられた“

２．国際的データの生産。「,情報生産過程」にかかわって，原則的には，各国と国際機

関の間にはある過程の類似`性が存在することが観察された。すなわち，国家統計機関

は，提供者からの生データを政策的利用者のための一連の国家データへ転換する。国
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際機関は，参加諸国から国別データの提供を受け，次にこれを生データとして国際デ

ータの生産にあてることを委ねられる。国際的レベルでは，変形/生産過程は，データ

の妥当性(datavalidation)の検討，データの国際基準に適合させること，指標の計算，

データ集合の配布，および政策的利用の促進を通じて付加価値をつけることを狙いと

している。

３．品質の次元。国別のレベルでは，データの品質に関する討議は，国際的レベルよ

りもさらに発展している。品質の（正確性，適合性，適時性その他のような）次元は，

データの品質を管理するために各国で確認され，広く利用されている。国別のデータ

集合を描くために発展させられた品質次元の多くは，国際的データ集合にも直接的に

持ちこまれる。しかし，国際的レベルに適用される少なくとも二つの特別な次元があ

る。すなわち,(i)カバレッジ－どれだけ多くの国・地域のデータが入手可能か，（ii)比

較可能性一異なる国・地域の情報は，どの程度比較可能か，である。

４品質評価（qualityassessment）対品質保証（qualityassurance)。国際機関

が公表するデータの品質は原則的には，二つの原則に依存している。すなわち,(i)国家

統計制度が提供するデータ，（､)国際機関が適用する変形過程，である。いくつかの国

際統計機関は，その過程を評価するツールの開発を開始した。この会議の過程で，そ

れらのツールを「品質評価」フレームワークではなく，「品質保証」フレームワークと

呼ぶのがより有効であると考えられた．後者は，国別データに属すると誤解される可

能性があるからである．

５．調整/協力の程度。国際統計機関は，資源の圧力の高まりと，各国からの報告負担

の軽減および国際レベルでの国別データの配布の整合性の保証の要求に直面している。

協力の度合いについて，次のステップ，すなわち，調整/標準化/統合が提案された。す

なわち，現在の状況は，例えばメタデータの提示や電子的データ交換に関してのよう

な基準を開発する幾つかの要素を伴いながら，実践を調整する努力ということで特徴

づけられる。国際統計機関が専門とする分野のデータ生産に特化するという適切な分

業を伴う統合的な国際統計制度であるという見方は，もっと正式な調整と協定に基づ

いてだけでしかあてはまらないだろう。例えば，特定の国際機関は，統計利用者にと

って決定的に重要なデータの収集活動を，以下の点が十分に保証されるときにだけ放

棄しようとする。すなわち，指定された協力機関が，十分なカバレッジを持ち，事前

に定められた最低限の品質基準に従って，正確な時点に等，を以ってデータが生産す

るということ，である。この脈絡で今後に向けて「了解メモ（memorandaof

understanding)」というモデルの開発が有効な手段になることが示された。

６．メタデータと情報技術の重要性。データ品質の評価と保証のためのメタデータの

重要性が繰り返し強調された。この脈絡で，国際的統計局向けの共通「メタデータ言

語」の開発が有用であろうことが示された。メタデータの開発は，情報技術の利用の

強化と密接に結びついていることが多い。ＩＴは，複雑なデータ・エデイテイングや品

質管理手続きでさえも可能にし，明白にする点で有効である。こうして，ＩＴの利用は，

共通「言語」の開発を促進する。ＳＤＭＸイニシャチブは，データ品質の改善の分野で
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国際統計機関の協力の優れた具体的な例として繰り返し言及された。

７．分業。添付したフレームワークは１，現行の品質論議の全体的フレームワークを記

述した有効な基礎であることが示唆された。すなわち，これは，左側に国レベルを示

し，右側に国際的レベルの同じ要素を確認している。その冒頭には，出発点として「基

本原則」をおき，そこからあるツールを介して，最終的にデータ品質評価フレームワ

ーク（ＤＱＡＦ）が引き出されるのである。国際レベルでの同等な考えは，国際データ・

ブレティン・ボード（IDBBInternationalDataBulletinBCard)，国際データ品質評

価フレームワーク（ＩＤＱＡＦ:InternationalDataQualityAssessmentFramework）

あるいは，国際データ配布基準（ＩＤＤＳ：InternationalDataDissemination

Standards）である。ひとたび共通の品質基準が開発され，国際的レベルで合意され

るなら，国際機関から諸国への共通の訓練とソフトウエアの提供が促進されるだろう。

このフレームワークは次の問題，すなわち，（i)すでに利用可能な要素は何か（ii)なお

開発される必要のある要素は何か，（iii)これらの要素を一層発展させるための最も適

切になりうる機関はどれか，についての論議を促進する。

８．ＣＣＳＡの役割。一方で，ＣＣＳＡが国際的データシステムに責任を持つ統計管理者

から構成されているので，国際的レベルでの品質フレームワークをさらに発展させる

ためのフォーラムとしてのＣＣＳＡの重要性が強調された。他方で，国際的品質基準の

発展と実施において効果的な前進をはかるためには，ＣＣＳＡは諸国から適切な権限を

与えられる必要があることが強調された。また，各国の統計家は，国際的品質基準に

ついてのさらなる論議に深く関与し続ける必要がある。これとの関連で，国際的およ

び各国を一緒にした会議の形式が歓迎されたし，同じようにＣＣＳＡが支援者となる会

議が，将来計画されている二年毎の会議と合同して開催することがありうることが示

された。

１二のフレームワークはEnricoGiovannniの論文「国際統計の品質を改善するための国際機

関の共通戦略に向けて（"Tbwardsacommonstrategyofinternationalorganizationsto
iml)rovethequalitvofinlernationalstatistics,，）【伊藤注一本統計研究参考資料の論文６に訳
出】で更に深められている二
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付録１会議議題

統計活動調整委員会

国際機関のデータ品質に関する会議ドイツ，ウイスバーデン。２００４年５月27-28日

プログラム

Ｔｈｕｒｓｄａｙ，Ｚ７ＭａｙＺＯＯ４
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９．３０－１０．００ＷｅＩｃｏｍｅａｎｄｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

WalterRadermacher（Germany）

WillemdeVries（ＵＮＳＤ）

EnricoGiovannini（ＯＥＣＤ）

●
●
●

ｌＺｏ１５Ｓｅｓｓｉｏｎユ：ｑｕａＩｉｔｙｆｒａｍｅｗｏｒｋｓｆｏｒａｓｓｅｓｓｉｎｇａndimprovingstatistical

activitiｅｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ

Ｃｈａｉｒ：CarolCa｢Ｓｏｎ（IMF）

1０．００

lvoHavinga，GiseleKamanou，StefanSchweinfes上ａｎｄＷｉｌＩｅｍｄｅＶｒｌｅｓ（ＵＮＳＤ）”Squaring

theQualityCircle：ＴｏｗａｒｄｓａＱｕａｌｉｔｙＦｒａｍｅｗｏｒｋｆｏｒｌnternationalOfficial

●

StatisticsmE旦旦皇｣二 ＰＯｗｅｒｐＯｌｎｔＤｒｅＳｅｎｔａｔｌＯｎ

・EnricoGiovanniniandDenisWard（ＯＥＣＤ）ⅢQualityframeworkforOECDstatistics8Getting

ｏｕｒｏｗｎｈｏｕｓｅｉｎｏｒｄｅｒ''２旦旦巳Ｌ ＯｗｅｒＤＯＰｒｅｓｅｎｔａｔｌｏｎ

HalukKasnakogluandRobertMayo（FAO）''FAOStatisticalDataQualityFramework：Ａ

ｍｕｌｔｉ－ｌａｙｅｒｅｄａｐｐｒｏａｃｈｔｏｍｏｎitoringandassessmentm囮匹｣二…Pｇ１ｎＬ

ｐｒｅｓｅｎｔａｔｌｏｎ

●

Discussant：GordonBrackstone（StatisticsCanada）

ｌＺ､１５－１３．３０Ｌｕｎｃｈｂｒｅａｋ

１３．３０－１５．３０ＳｅｓｓｉｏｎＺ：ＣｏｈｅｒｅｎｃｅｏｆｄａｔａｐｕｂＩｉｓｈｅｄｂｙｖａｒｉｏｕｓｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩ

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓｏｎｔｈｅｓａｍｅｓｕｂｊｅｃｔ

Chair：DeniseLievesly（ＵＩＳ）

●HaishanFu（ＵＮＤＰ）“Datainconsistency,statisticalcredibilityand上heHumanDeveloPment

Report1’２２１４１良｣二PUnL-P匹旦旦旦1.匹且L1gn
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EdilbertoLoaiza（UNICEF）''Doesdataqualityexplainthedifferencein上hecurrentglobal

estimatesformortalityandeducation?'’巳２匹｣二２２｣AL皇ｍＱｍＬ幽旦1ｺL且l2lQn

AndreasLindnerandRichardMcKenzie（ＯＥＣＤ）'ICo-ordinationofdatadisseminatedby

internationalorganizationsi0

●

●

ＰＯｗｅｒＤＯｌｎ上ｐｒｅＳｅｎｔａ上lＣ堕旦旦正

oDarrylRhoades（ECE）'１TowardsamethodologyforanalyzingcoherencebetweenPPPand

ＳＮＡｂａｓｅｄｅｓｔｉｍａｔｅｓｏｆＧＤＰ'’２且旦旦ＥＥ２ｌＡＬｇｌ二I坐旦｣二且旦旦n厘ＬｌＱ

NeilFantom（WorldBank）1ilntroducingaPARISZ1studyoftheinternationalstatistical

systeminrelation上ｏＭＤＧｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ：ＭｏｎｉｔｏｒｉｎｇｔｈｅＭｉｌｌｅｎｎｉｕｍＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＧｏａｌｓ：

currentweaknessandpossibleimｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓｉＩ囮旦旦'二

●

Discussant：MichaelColledge（Aust｢alianBureauofStatistics）

１５．３０－１６．００Ｃｏｆｆｅｅｂｒｅａｋ

１６．００－１８．００Ｓｅｓｓｉｏｎ３８ＴｏｏＩｓａｎｄｐｏＩｉｃｉｅｓｆｏｒｃｏIlecting，ｍａｎａｇｉｎｇａｎｄｄｉｓｓｅｍｉｎａｔｉｎｇ
Ｏ

ｄａｔａａndmetadata（ユ）

Chair：SylvesterYoung（ILO）

TetsuoYamada（ＵＮＩＤＯ）“RoleofmetadatainquaIityassuranceofmulti-countrystatisticaｌ

ｄａｔａｉｎ上ｈｅｃａｓｅｏｆＵＮＩＤＯｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｓｔａｔｉsticsi1囮旦旦

SaraElderandlsabelleGuillet（ILO）'iILOtoolsforcollecting，managinganddisseminating

●

●

ｄａｔａａｎｄｍｅｔａｄａｔａＭ堕旦旦正 ｏｗｅｒＤｏｌｎｔＤｒｅＳｅｎ上aｔ

。Ｂ｢ianBuffet,AlisonKennedy,andUrsulaltzlinger（ＵＮＥＳＣＯ）''ThePathtowardslmproving

QualityinthelnternationalEducationDatabaseI’四匹と PｏｗｅｒＰＯｌｎｔＤｒｅｓｅｎｔａｔｌｏｎ

Discussant：LucicLaliberte（IMF）

Ｒｉｄａｙ，Ｚ８ＭａｙＺＯＯ４

－￣￣－￣￣￣￣－－－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－－￣￣－－－￣￣￣￣－－－－￣￣￣￣－－－－－－－－￣￣－－－－￣￣￣￣￣￣---￣￣￣---￣￣---￣￣￣----￣￣￣－－￣－－￣￣￣￣￣￣-－－－￣

９．００－１１．００Ｓｅｓｓｉｏｎ３：ＴｏｏｌｓａｎｄｐｏＩｉｃｉｅｓｆｏｒｃｏＩＩｅｃｔｉｎｇ，ｍａｎａｇｉｎｇａｎｄｄｉｓｓｅｍｉｎａｔｉｎｇｄａｔａ

andmetadataに）

Chair：StefanSchweinfest（ＵＮＳＤ）

・PatrickCornu（ILO）ⅢILOLabourStatisticsDatabases（LABORSTA)：Theissueofquality

controlproceduresI1E且ｌ２旦｣二Ｅｇ１４Ｌ＆LflQLnUﾕ｣二旦旦gnL且L１Ｑｎ
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oLeeSamuelsonandLarsThygesen（OECD）⑪BuiIdingOECD'sNewStatisticallnformation

Systemw堕匹正 PｏｗｅｒＤｏｉｎｔＤｒｅＳｅｎｔａｔＩＯｎ

ChristosAndrovitsaneas（ECB）’Cont｢ibutingtoqualityinstatistｉｃｓｔｈｒｏｕｇｈａｕｔｏｍａｔｅｄ

ｄａｔａａｎｄｍｅｔａｄａｔａｅｘｃｈａｎｇｅ：ｔｈｅｃａｓｅｏｆｔｈｅＥｕｒｏｐｅａｎＳｙｓｔｅｍｏｆｃｅｎｔｒａｌ

●

BａｎｋｓＭ２旦旦皇'二 PＯｗｅｒＤＯｉｎｔＤｒｅＳｅｎｔａｔｉｏｎ

●CarolCarson（IMF）1,DataandMetadataCollectionandDisseminationinthelMFStatistical

PｏｗｅｒＤＯｌｎｔＤｒｅＳｅｎｔａｔｉＯＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｙｓｔｅｍ巴旦旦'二

Discussant：DeborahGriffin（USA,CensusBureau）

１１．００－１１．３０Ｃｏｆｆｅｅｂｒｅａｋ

１１．３０‐１３．００ＰａｎｅＩｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ８ＦｕｔｕｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｓｆｏｒｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎｔｏｅｎｓｕｒｅ

ｄａｔａｑｕａＩｉｔｙ

Chair8EnricoGiovannini（ＯＥＣＤ）

Panelists：CarolCarson（IMF)，DeniseLievesly（ＵＩＳ)，SylvesterYoung（ILO）ａｎｄＳｔｅｆａｎ

Schweinfest（ＵNSD）

－７－



ＤⅡ■■■ ■■■■■■■■

〕hInc2(xl4

LIstofpHrtIcII〕ams

【1niIf〔INiIti0III、rIUtitiせ”00(ｌＩＤｒ⑪gr細IIIUUlP9i

DcI1il【･tI1に､I⑪「Ｅ〔oI1omic団lldSodiIlAfIhi耐

L1l1itcdNdltlo【】筒Ｓｍｔｉ目tic品、ﾊiＭｏＩ１ WillcmF.Ｍ､、ハ・ric骨

SにlilnScllwciI11b劃(Sccrctill･））
LlcwicNaul1.⑪rg
IichwciI11M<『ｲlln･ｏｒｇ
ｗ〔miidlburgcriﾋﾞｲlln・Ｃｌ･g

llciI1rlclLbl･ucI1ggcrIL(（,11cごc・org
LklrI･)･1.,．hoaL1cs､iiqunc亡c・or凶-.

11cll｢i・lkluIUncilli('uI1仁tad・org

SdIbil1cWLlr､icllbu１．匹c,．

Economi<〔⑪、ｍ脇i⑪ｎ化I･Eur⑪IxD HciIll･にｌ１ＢＩ１〔inuucI
--

Ddlrn･lRlloaL峰

LlniにdMlti⑪I】射〔・oI1に1℃､ｃｃ⑪ｎＴＩ･LIdcLlIlLI

DcvclnI1n1cI1I

L1nitcdNLItioI1乱Ｄｃ１ｃＩ⑪pmcnlProgl･aM11mc

l｣､iにdNLltion蘭〔1111.1℃n.HFulld

HcI1I･iLdIuI･c1Kin

ricdM･Jo・ハIcnにsMtlunLll1・Ｃｌ･g

cloLIlztl,(JuI1kcforU

RIC[,rLloFucjltc、

EdilbcrtoL⑪tllzKl

§I（riiHI肱c〔IHIgIMciLP＃&IⅡ。腿ｈＭｃｄ(DrgioⅡiZloti(DIIお

II1tclnK,【'(〕nKllL(化OUI･Oru4lnIzKltIuIl Vounu'｢(ｲilo・orｇ‐□

迎uillcti,<lilo､org-

COI･I1LMiI｡､０１．９

１１【,luk・kLM1dlko：luitｲﾋﾞIC・org
robcrl.、【ly｡((fIo.o１．９

.｣団cH町/（JunCHco・Ｃｌ･ピケ

hbllft1iWlIl1C錘o､Cl･巴
～

(1.kcIIl1cJvmIl】c3co､Ｃｌ･ど
～

u・itzlin四cri(llII1c、ＣＯ､oＩｇ－

Ｓ１ｌｖ‐ＩＣＩ･YouI1g
トミlMlcCuillcl

Pntllck〔Ｃｌ･I1u

FooLliullL1Aこ【･kultu【℃０１．g6iI1iz(lti⑪ｎｏ｢(ｈｃ～

L1l1脳ｌＮ８１『ＩＤＩ】馬

lIillLIkKLlHI】dlkoLXlu
-

RobGrIMKl)'o

DcI11HcLicvc4c1

BI.i&lI1BLII1bt

AlMI1Kcnncdv

llパuli1IlzlinEcl．

llI1ikxlNiItiol1割ELlucLltioI1dll．Ｓ〔icllti脈【lI1L1

〔､LIltuhll(〕rUdlniZKltloIl

thic１℃111Ｗ（'who・in（WorlJIlcaltl1［)【'ⅢaI1Iz81tIoI1
七

ＷCl･ｌＪＢＬ,()ｋ

M1chclThlc1℃、

§ｌＣＣＭｌｗｏＩ･lL1bdlIlk・Ｃｌ．Ｕ
出

I1IXllltom(lハト･Cl･Idbilnk､Cl連

cal｢Honjaimforg
lldllIbcrM（lmfol･ｕ

－

ぃ･Kumdlda；rluI1ido､or巴
～

S《xuI1gSLIpLCC
NcilFhIntom

II1にI･MtKWllMoI1CtiInFul1LI ＣＩＩ･Ul（､61【･乳⑪n

LLricLIlibcI1c

TcトuoYdlI11adlllniMNilII⑪､爵InLlLﾄﾞtIMDcldopmcnt
OrgLllli乙ulion

－８－



()(ｈGI.i『lIeI･n8oIioDIM小uIudn0oIﾄgIIwI･mIuMu180IIDrg61nimIi《､叩

０１.LHiIllizdltlol11brEmn｡、IＣ（・oopcrdltIoI1LIIldEI1rI亡○(j,(（KlI1nll】Ｉ－

Ｄｃｌｌ卜Wdl｢dDcWclopll〕cnI
LLrhTIWuCHcn

cllrKu.u'〔八dolIIlIl1li,ｲ(xcJ・or淫～

JcI1卜.wLIl･L1(ＩＯＣ〈L1.0,.ｕ
-

1611.9,.tl1ygcHc'''9loccJ､org

IldIMn､lII1dcI1i(/〔cccu・Il1I

wcI･'1Ｗ､山･ul1cwalLl/ﾋﾟﾉccccLl.i[1ｔ
HdlkulnLiI1Lkn

M・CrllcrCrimcwald
StiItMicalOlYIccoM1CELIml遮dln（onlI11ullItI⑬

cllrM“.dlI1Llront、(Ⅱ1c1lWcChInt

cLl[l1crinc・alll､b61hWccl〕.i【ll

liUlctILI,Ll61I1liL,４ｌｃｃｈｉＩｌ（

wcrI1crlJicr,`Jccb､I､（

(.l】rMJ誤Al1JrollI1wlciI、

〔dllhcl･inc・ﾍ１１北dlIト

ViolctldIDdlmlLl

Wcl･llclBicr

Eul･opeKlI1（､cllIIﾐｌｌＢＬｌＩ１ｋ

（,DIlntI･iLP■

A(MrKllILl 1,,にＩ)｡,Cl.c⑪llcdgc1〃化余.2ｏｗｕ－

Ｈにpl1cI1｣](〕''1'(ｌｆに乱.g⑪.L'(l

zMncllli(ﾉIbge､9,.h「
馬Lllbicl･iIaibgc､岬tbbr

b｢Kにuo｢!〔/帥LIに61,.cil
-

Lllicc.|〕Ｃｌ.､/('9､に,tqInca

MklluCl〔olIcdUC
～

SにI1l1cI1Hom

Z6lliIBidlndlllll

SoI1ILIAlbicl1

Brdlzll

しiorLlol1BI･iO〔kHmI1c

Ali〔ｃＢｏｒＩ１

（dlllilLlLI

l1ckiIrkoMl;〃凶ｗ・czm・cz

wLllに｢､rKlLlernl61cIlcr,(ｌｄｃ机４１tい､Ｊｃ

、cbiMl6lIucz`ｑＭｌ化tLltMc
JDl･《)11'ぜ｡'､kluInpcn,((LIC式Ll[卜.Llc
tlllDll1iﾄ.k⑪cmcr/《FJC誤tdlt卜.dc

LlnidI｣】immcI･ulIti(lJcHtdIll、､Ｌｌｃ
－

ｌｏ`,cllil11wCj、brnd1`,。c蔦Itltis・Llc

llicol8IJorgcri(ｲLにNい【Mc

l1wliIIlg/(（cl1HlaIlL1.908.hk

II1Iz)ｂ)･Likiliイハ'６'1.9,.P｜
(L斑！【0ｍイハtLlt・gOlPl
wdubLl,(㈹1ａｌｌ.g“１１Ｉ

jitkdlPCMrkovdiCzccllRcpubliL・

(jerInLlIl1 Wlltcl･RLlJﾋﾟrIndldlcr

月dMlIi1n〔.z`ﾘk&｝
、｡I.o｢llc【IKlllml1cI1
Tl】｡、L卜K5rnCj・

AllldlNil11I1IcrUuI-

川切〔I1imW9I筒1hI･od

NIcolLlj61uCI・

HlnUWiII1巴FuI1S- -

Llに)･lDLlPIz1tw卜kdI
□ ●●

・ヘrtu『SdltoI･kl

WLlldnlcaⅡ.DLIbla，

Ｈ⑪ＩｌＵＫｏｌｌＵＳＡＲ.〔11111.1
-～

PoklI1J

〔､lcI11cnIlnhlIwlI11111ulI1℃dIl1Il
-

IlIcDllI11itl･cH〔tI

DKll1icl6lSlclI1I1蝉cu

SdlndkaNcu巴lI
-

TiI1criIlPo訓clI1lUu

roI11htilIrKイＩｎ誠coro

ilにJ'(liIlN負c・IhJ

Llilnに１６１ｲ(/imi9ks､lU

HLllULldlIwll吟c､r⑪

tl1o鵠lcln/`ｌｋ・ｒｏ

ＨＨ【cltln《パにｲｨﾉ負tLlt鴬c【．b・Nr､どい､yu

Jcb《,1.u1,.11.Urirl1nイバピ【トuN・got～

Romillllio

SrLljLⅡ1sにflImlk

DJmrL,１１ＣｒＩｌ１１ｌｌ

ScrblLI

lI目人

－９－




